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 ヒロハセネガ（Polygala senega）は，ヒメハギ科の

多年草である．乾燥した根は去痰，鎮咳等の効能があ

り，セネガシロップ等の製剤に利用される．日本漢方

生薬製剤協会の調査によると，使用量の約 8 割が国

内で栽培されており（山本ら，2023），兵庫県山南町

が最も栽培が盛んな地域となっている．

 ヒロハセネガは根の掘り上げが容易で収益性も比

較的良いとされ，奈良県宇陀市においても近年栽培

が試みられている．移植栽培は労力負担が大きいた

め，直播栽培される場合が多く（藤田，1986），宇陀

市でも 3 月上～中旬に黒マルチで被覆した畝に植穴

を開けて直播し，乾燥防止のため籾殻で薄く被覆す

る方法が採られている．しかし，十分量播種したにも

関わらず，出芽・伸長する幼苗の数が少なく，収量が

上がらない事例が多く発生している．まず，種子の発

芽率低下が疑われたが，発芽率が 80％以上あること

が確認された種子を使用した場合でも同様の事例が

発生しており，発芽後の枯死が原因である可能性が

高いと考えられた．一方，山南町に視察に赴いた際，

生産者の経験談として，畝立て後の土が柔らかいう

ちに速やかに播種すると，幼苗の生存率が高くなる

との情報を得た．このことから，土壌表層の物理的な

状態が，発芽後の幼苗生存率に影響している可能性

が考えられたため，確認のための室内ポット栽培試

験を実施した．

材料および方法

1．供試種子 

2021年 2月に山南町から購入した種子を供試した．

なお，シャーレ播種による発芽率調査法（米田，2023）
により調査した結果，発芽率は約 80％であった．

2．ポット栽培の概要 

 ポットは 9 cm 径黒ポリポットを使用した．培養土

は育苗培土（与作 N150，ジェイカムアグリ（株））

に対して容積比 10％のパーライト（キングパール L，
三井金属鉱業（株））を混和したものとした．流失防

止のため，4 分割したろ紙（円形定性ろ紙 No2，アド

バンテック（株））でポット底穴を塞いでから，培養

土をポットあたり 300 mℓ入れ，ジョロで全体が湿る

までかん水した．播種量はポットあたり 1 mℓ（約 100
粒）とした．また，不発芽種子の腐敗による細菌増殖

を防ぐため，播種直後に IC ボルドー66D 100 倍希釈

液をポットあたり約 20 mℓ 散布した．奈良県大和野

菜研究センター（奈良県宇陀市）のミニプラントイン

キュベータ（KCLPH-1400LEDSP-F，（株）日本医化

器械製作所）内に薄く水を張ったプラスチックバッ

トを置き，そこにポットを並べて底面給水で栽培し

た．なお，日長は明期 14 時間，暗期 10 時間，庫内温

度は 18℃に設定した．

3．試験実施条件 

播種前の培養土の表面状態の違いにより，以下の 4
試験区を設定した（第 1 図）．

1）鎮圧区 

播種前に，培養土にかん水した後，表層を薬さじで

平らに鎮圧した．

2） 鎮圧窪み区 

鎮圧区と同様の操作に加え，15 mℓチューブ（Falcon
コニカルチューブ，コーニングインターナショナル

（株））の底を約 1 cm の深さまで差し込むことで，

第 1 図 土壌表層状態の違いによる各試験区の様子 
    （播種前） 
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ポットあたり 9 か所の窪みを形成した．

3）攪拌区

鎮圧区と同様の操作に加え，薬さじで培養土表層

を軽く攪拌した．

4）攪拌均平区 

攪拌区と同様の操作に加え，薬さじで軽く培養土

表面を撫でて均平化した．

試験は 2022 年 2 月 8 日を播種日として開始した．

なお，各試験区 7 ポット（計 28 ポット）を供試し，

そのうち 3 ポットは播種後に籾殻で土壌表面が見え

なくなる程度に軽く被覆した．また，3 月 7 日（播種

27 日後）に生存している幼苗数を引き抜きにより調

査した．ただし，籾殻被覆していない攪拌区の 1 ポッ

トにおいて，栽培期間の後半に原因不明の病害によ

る一斉枯死がみられたため，調査対象から除外した．

結果および考察

ポットあたり幼苗数を第 2 図に，各試験区における

ポットの様子を第 3 図に示す．

まず，籾殻被覆をしなかったポットについて述べ

る．ポットあたり幼苗数は鎮圧区が最も少なく，次い

で攪拌均平区，鎮圧窪み区および攪拌区の順となり，

鎮圧区と攪拌均平区および鎮圧窪み区と攪拌均平区

の間には有意差がみられなかったが，他の試験区間

では有意差がみられた（第 2 図，Tukey-Kramer，
p<0.05）．鎮圧区では種子が発芽して幼根が発生した

直後に枯死する株が多く，幼苗数は非常に少なくな

った（第 3 図）．一方，鎮圧窪み区では窪んだ部分で

幼苗が多く生存したため，鎮圧区と比べて幼苗数は

多くなった（第 3 図）．攪拌区では，旺盛に生育し，

攪拌均平区では攪拌区と比べて幼苗はまばらとなっ

た（第 3 図）．

これらの結果より，ヒロハセネガ幼苗の生存率は

播種時における土壌表層の物理的状態の影響を大き

く受ける可能性が高いと考えられた．幼苗数は，鎮圧

区より攪拌区で大幅に多くなったことから，表層が

固く締まった土壌よりも膨軟な土壌の方が幼苗の生

存率が高いと考えられた．これは，山南町で得られた

情報とも一致する．原因の究明は今後の課題である

が，幼根の土壌への貫入力が弱く，膨軟な土壌の方で

幼根が生長しやすい可能性などが考えられ，さらに

詳しい調査が必要である．

また，土壌表層を鎮圧した後に窪み構造を設けた鎮

圧窪み区では鎮圧区より幼苗数が有意に増加し，攪

拌後に平らにならす操作のみ加えた攪拌均平区では

攪拌区より幼苗数が有意に減少した（第 2 図）．この

ことから，土壌表面が均平な場合は，幼苗の生存率が

低くなることが示唆された．原因は特定できないが，

窪み形成や攪拌により，土壌表層に凹んだ構造があ

る方が，良好な生育に必要な湿度が保持されやすい

可能性が推測される．

 次に，籾殻で土壌表面を被覆した場合について述

べる．ポットあたり幼苗数は鎮圧区が最も少なく，次

いで鎮圧窪み区，攪拌均平区および攪拌区の順とな

った（第 2 図）．鎮圧区では無被覆の場合と比べて幼

苗数が若干増加したが，鎮圧窪み区では籾殻被覆の

有無による差はほとんどみられず，いずれも有意差

はみられなかった（第 2 図，Tukey-Kramer，p<0.05）．
一方，攪拌均平区と攪拌区では無被覆の場合と比べ

て幼苗数が大きく増加し，有意差がみられた（第 2 図，

Tukey-Kramer，p<0.05）．

 これらの結果より，籾殻被覆は幼苗生存率を高め

る効果があり，攪拌区や攪拌均平区の様に土壌表層

が膨軟な場合に効果が大きくなることが示唆された．

第 2 図 土壌表層状態の違いと籾殻被覆の有無が生存 
    幼苗数に及ぼす影響 

縦棒は標準誤差（n=3～4）を示す 

異なるアルファベット間で有意差があることを 

     示す（Tukey-Kramer，p<0.05） 

第 3 図 土壌表層状態の違いと籾殻被覆の有無による 
        各試験区の幼苗の様子 

各試験区における代表的なポットの画像を示した 

上段：籾殻被覆あり，下段：籾殻被覆なし 
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攪拌均平区で籾殻被覆により大きく幼苗生存率が高

くなった原因としては，均平化により失われた水分

保持能力が籾殻被覆により補われた結果，幼苗生存

率が高くなった可能性が示唆される．

 以上により，ヒロハセネガにおいては，土壌表層が

膨軟で，かつ均平化されておらず，籾殻被覆されるこ

とにより水分保持された状態で，幼苗生存率が高ま

る可能性が高い．そのため，山南町のように畝立て直

後に播種するか，または播種前に植穴の表層を攪拌

する，さらに加えて籾殻被覆を徹底するといった栽

培技術の励行で生産現場の幼苗生存率を向上させら

れる可能性がある．しかし，非常に小規模の室内ポッ

ト栽培試験の結果であり，今後は野外ほ場試験で再

現性を確認するとともに，最適な栽培管理方法につ

いて実用規模で検討していくことが重要である．
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 ‘丹波黒’のエダマメ栽培における移植遅延した場合の

摘心したセル苗の利用

峯 圭司・安川人央＊・浅尾浩史・辰巳嘉人・西本登志

The Use of Pruned Plug Seedlings for Transplanting Delays  
in ‘Tanbaguro’ Edamame (Green Soybean) Cultivation

MINE Keiji, YASUKAWA Hitoshi, ASAO Hiroshi, TATSUMI Yoshito and NISHIMOTO Toshi 

Key Words: black soybean, high density planting, raising seedling 
キーワード：育苗，黒大豆，密植

‘丹波黒’は，豊円で大粒，極晩生の在来黒大豆系統

であり，近畿，中国，四国地方で栽培されている（一

般社団法人全国農業改良普及支援協会，2023；猿田，

2018）．奈良県大和高原地域では，国営総合農地開発

事業や土地基盤整備事業による造成農地を中心に，

‘丹波黒’を用いた子実生産が 1998 年ごろから，10
月収穫のエダマメ生産が 2008 年ごろから行われてい

る．

‘丹波黒’の子実生産では，播種期が遅れると成熟

後半の気温の低下や早霜により，十分な登熟が確保

されないまま収穫される恐れがある（古谷，2003）．

一方で，登熟期間確保のため，早まきを行うと茎葉の

生育量が大きくなり，倒伏，枝折れおよび枝裂けが多

く発生し，結果として子実収量と品質の低下をまね

くことになる（古谷，2003）．

このため，地域の気象条件を踏まえたうえで，播種

期と移植期を決定する必要がある．奈良県大和高原

地域での播種時期は，子実生産とエダマメ生産とも

に 6 月 10 日から 20 日とされ，移植適期は播種 12 日

から 15 日後である．移植適期は初生葉が展開し，本

葉がわずかにのぞきかけた頃であり，非常に短い（河

合，2004）．降雨等により適期に移植できなかった場

合には，草丈が伸びすぎて，移植作業が著しく煩雑に

なる．

そこで，‘丹波黒’のエダマメ生産において，適期

に移植できなかった場合の対応として，摘心したセ

ル苗の利用を試みた．

材料および方法

試験は，奈良県農業研究開発センター大和野菜研

究センター内（奈良県宇陀市，標高約 350 m）で実施

した．

奈良県農業協同組合から 2022 年 5 月に購入した

‘丹波黒’を供試した．2022 年 6 月 15 日に育苗用培

養土（与作 N150，ジェイカムアグリ（株））を充填

した 128 穴セルトレイ（ヤンマーアグリ（株））に播

種し，天窓と側窓を開放した鉄骨ガラス温室（仲川式

オール鉄骨ガラス室，日本グリンハウス工業（株））

で育苗した．育苗中に肥料は施さなかった．試験区は

第 1 表のとおりとし，苗の摘心方法は第 1 図のとお

りとした．すなわち，20 日育苗区は 6 月 30 日に摘心

し，7 月 5 日に 1 条植えで移植した．35 日育苗区は 6
月 30 日と 7 月 8 日に摘心し，7 月 20 日に 1 条植えで

移植した．35 日育苗・密植区は 6 月 30 日と 7 月 8 日

に摘心し，7 月 20 日に条間 40 cm の 2 条植えで移植

し，0.023 mm 厚の白色ポリフィルム（リバースマル

チ白黒タイプ，岩谷マテリアル（株））を用いたマル

チ栽培を行った．慣行（13 日育苗）区は 6 月 28 日に

1 条植えで移植した．なお全ての試験区において，移

植後の栽培は傾斜のある露地圃場の 150 cm 幅の畝を

供して行い，セル苗の子葉節まで土に埋まるように

株間 50 cm で移植した．施肥は元肥のみとして，スー

パーIB 入りエムコート 045（N-P2O5-K2O：20-14-15，
ジェイカムアグリ（株））を 30 kg／10 a，BM ようり

ん（P2O5-Mg-Si-Mn-B：20-12-20-1-0.5，日之出化学工

業（株））を 60 kg／10 a，粒状炭酸苦土石灰（上田石

灰製造（株））を 100 kg／10 a，それぞれ施した．35
日育苗・密植区以外では 8 月 1 日に耕うん機（YA100，
ヤンマーホールディングス（株））を用いて初生葉節

が埋まる程度に中耕と培土を行った．試験規模は 1 区

当たり 5.25 m2 で，20 日育苗区，35 日育苗・密植区お

よび慣行（13 日育苗）区は 4 反復，35 日育苗区は 3


